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研究成果の概要（和文）：エマスンの詩をエマスンの作品全体の中に位置づけ、詩がもつ現代的

な意味を明らかにした。エマスンの詩は当時の科学が発見した自然観に基づく世俗的、現代的

な精神を表現しており、より慣習的な思想に縛られるエッセイを読む上で、エマスンの新しい

世界観を示唆する用語集、重要概念の指標になることを実証した。エマスンの思考の全体性を

表わすような形で詩を分類し、エマスンを広く一般に知らせるための訳詩集の出版の準備を整

えた。 
 
研究成果の概要（英文）：By reading Emerson’s poetry closely in relation to his prose, we 
investigated the location and meaning of poetry in Emerson’s work. His poetry turns out to 
be more clearly based on the scientific perspective current to his world than his essays 
which retain more of the conventional ideas held by the audience. The poetry thus 
functions as an index and a glossary to the important ideas implied or hidden in his essays. 
We have almost finished the preparation for publication of the Japanese translation of 
Emerson’s poetry, which will help make Emerson more accessible to general readers.  
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１．研究開始当初の背景 
 エマスンはアメリカで最初の  “Public 
Intellectual”としてアメリカ文学や思想の成
熟と発展に大きな影響を与えたが、現代の読
者がその真価を知るのは容易ではない。テキ
ストの読みにくさのために過小評価されて
いるエマスンをアメリカ文学研究の中に正
しく位置づけ、より多くの読者が興味を持っ

て読めるものにするために、特に「詩人」と
して過小評価されているエマスンを再評価
することが、有効ではないかと考えた。 
エマスン自身、エッセイの冒頭に自作の詩

を付したように、自らを「詩人」と定義して
おり、彼にとって詩は重要なものである。エ
マスンが一生書き続けた詩は、エッセイより
も私的なもので、エマスンの創作、思考に深
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く関わっているが、M. Arnold はじめ批評家
たちの低い評価や決定稿に欠けるなどの理
由から、これまであまり研究されてこなかっ
た。DickinsonやWhitmanの詩との類似性、
20 世紀の Frost や Stevens のエマスンへの
傾倒を考えると、エマスンの詩には十分に独
自性、アメリカ的性質、ひいては現代性があ
るのではないかと予想されるが、20 世紀の詩
人へのエマスンの影響を論じた Richard 
Poirier の Poetry and Pragmatism も、殆ど
がエッセイを論拠としており、アメリカ現代
詩の「先触れの走者」としてエマスンの詩を
読む視点は欠落していた。 

 
２．研究の目的 
 エマスンが詩という形式で表現しようと
したものを明らかにする。そして、エマスン
の詩をエマスンの著作全体の中に位置づけ
る。つまり、エマスンの詩は、Nature に典
型的なように、趣旨のわかりにくいエッセイ
を読む上で、キーワードの用語集のような訳
割を果たすものでもあるのではないかとい
う仮説を実証するべく、詩の解釈とともに、
詩とエッセイとの関連を明らかにしていく。 
 また、一般読者にエマスンを普及するため
に、これまで日本ではエッセイしか出版され
ていないので(大正期に簡略化された訳詩集
があるが)、エマスンの訳詩集を出版すること
をめざす。エマスンの詩は、公の場で読まれ
た儀式的なものから風俗劇的なもの、自然と
の対話など意外に幅広い題材を扱っている
ため、エマスンの関心や思考の思考全体像が
わかるような詩集の章構成や詩の選択をす
れば、エマスンの表現の特徴に触れるととも
に、自伝的要素も知ることができ、有用な入
門書になりうる。そのために必要な歴史的事
実、同時代の社会への関心についても議論を
深める。 
 
３．研究の方法 
 エマスンが出版した 2 冊の詩集、Poems 
(1847)、 May-Day and Other Pieces (1867) 
を中心に、翻訳と注釈を完璧なものに近づけ
るために、毎月連携研究者の武田雅子研究室
で研究会をもち、協同研究者の藤田佳子にも
参加してもらい、議論を深めていった。海外
協同研究者とは、普段は E メールによって論
点を伝え、意見を交換したが、夏や冬の休暇
中には、研究代表者または連携研究者がアメ
リカを訪問し、研究会をもち、議論の余地の
ある論点について、より正確で興味深い解釈
に達することができた。Wider は、批評史に
詳しいだけでなく、エマスンのテキストの表
現やスタイルへの鋭い感覚と知識をもって
いるので、詩を解釈する上でも大変参考にな
った。2011 年には、ハーバード大学出版局の
エマスン選集の Poems が出版されたので、

それを参考に、翻訳や注釈を見直す作業を進
めた。 
 研究会では、主に、小田は詩とエッセイと
の関係を中心に、武田は英米詩の伝統のなか
でエマスンの詩の特質を中心に、問題を提起
し、藤田と Wider はエマスン研究、批評史の
文脈からそれに応える形をとった。最終年度
には、Wider を日本に招いて、成果発表をす
ることを念頭において、各共同研究者の研究
課題から共通する部分、広くアメリカ文学研
究者がエマスンについて知るべきこととし
て、エマスンの第一作であり代表作『自然』
の解釈に関わることに焦点を絞った調査研
究していくようにした。 
  
 
４．研究成果 
 エマスンのエッセイを理解するために詩
が有効であることを明らかにできたことが
いちばんの成果であった。そして、エマスン
研究のためだけではなく、広く一般に、エマ
スンの思想、表現、生涯を知らせるという目
的のためにも役立つ形で、訳詩集を編集し、
出版に向けた準備をほぼ整えることができ
た。 
エマスンの詩は Matthew Arnold が指摘し

た構文の不明瞭さに加えて、異教的な擬人法
や比喩が多いため、これも Arnold が言うよ
うに「単純でも感覚的でも、感動的でもない」
ようにみえる。しかし、英米詩の詩形の研究
を進めている武田雅子や、エマスンのペルソ
ナに焦点を絞ってエマスンの作中の声を研
究する藤田佳子との議論により、エマスンの
詩の多くの主題が自然であること、それも光
や風など「気配」のように感じられる自然を
描いている、その点では超絶的である以上に、
感覚的な詩であることがわかった。 
そして、エマスンが自然と結んだ独自の関

係が、キリスト教と結びついたプラトニズム
より古代的であると同時に、非常に現代的な
ものであることがわかってきた。エマスンが
20 世紀のモダニズム詩人、小説家の「先触れ
の走者｣(エマスンにこの題の詩がある)であ
ることが明らかになった。 

詩の読み方についての考察は、武田雅子が
以下の 3 編の論文にまとめた。「英詩入門―
いろいろな詩の形・補遺―」では、形の上で
の分類として、 Villanelle 及び Iambic 
monometer の詩の２項目、内容上の分類とし
て、アルファベット順に、Ballad、Elegy、
Mock heroic、Nonsense、verse、Ode、Pastoral、
Requiem、Riddle poem の８項目を扱った。「英
詩入門―いろいろな詩の技法―」では音（頭
韻、オノマトペ）、形（繰り返し）、比喩（直
諭、隠喩、擬人法）、単語の並び方（撞着語
法）、内容（誇張法、控えめ表現、アイロニ
ー）に分け、実例を挙げ、技法を通して、詩



 

 

を読む意味と楽しみも述べた。「翻訳を通し
て見るディキンスンの難しさ、面白さ―
“Luxury”の詩をめぐって」では、ディキン
スンの詩にみられる典型的な難しさと面白
さを一つの詩に探った。文法構造がわかりに
くいが、それは意識的な韜晦で、欠乏の美学
という複雑なテーマは単純ではありえない
からであり、宗教詩とも恋愛詩とも読めると
いうことからもテーマがより複雑になって
いると論じた。 
擬人法に関わっては、藤田佳子の論文

“The Speaker in Emerson's Major Essays” 
は、エマスンのエッセイに見られる矛盾を、
語りのモードに注目することで解明できる
ことを示した。欧米の伝統的なエッセイとは
異なり、ここでは作者と読者との間に強烈な
個性を具えたペルソナの語りの七変化が存
在するという議論は、エマスンの詩にも有効
である。 
小田敦子の論文「過剰な自然―エマスンの

エッセイと詩」はエマスンの詩のわかりにく
さをエッセイ『自然』に見られる過剰さから
説明した。『自然』の中で言及される詩人が
見る「風景」はエマスンの詩が主題とするも
ので、その特徴は「個と全体」との同一性、
有機的な連関を背景にもつ「個」の過剰さに
あると捉えた。『自然』で「神の霊の出現」
と語られる風景は、詩「先触れの走者｣では
朝の光や風の動きという自然の美であり、そ
れは霊的なものだが、人間の意識に内面化さ
れたものとして描かれていることを論じた。 
自然という主題はエマスンのキーワード

だがその意味はわかりにくい。しかし、それ
がエマスンのエッセイと詩を結ぶ大きな要
素であり、エマスンにとって詩が重要性をも
つ理由でもあると考え、小田は以下の 2編の
論文でも自然を中心に、詩とエッセイとの関
連を明らかにした。 
｢“The Secularity of Nature”―エマス

ンのエッセイと詩―｣では、『自然』とそれ以
後の自然についてのエッセイとを比較し、前
者ではエマスンのキリスト教的世界観から、
「長い時間をかけてゆっくり変化していく
自然」という地質学天文学など科学的な世界
観へのエマスンの変化が暗示されるにとど
まるが、『自然』と同時期に書かれた詩には、
自然である人間を肯定的に捉える詩が書か
れていることを、「クセノファネス」、「個と
全体」、「森の音Ⅰ」などを例にあげて論じた。 
「エマスンの『自然』における“Spirit”

と“Genius”」では、上述のエッセイと詩と
の違いを踏まえつつ、“Spirit”の章でかな
り明示されるエマスンの新しい考えがいか
にエッセイに隠されているかを論じた。その
際のエマスンの用語は OED が初出として採
用 し て い る も の で あ る こ と 、 詩 で は
“Spirit”という言葉より、自然としての人

間の起源を連想させる“Genius”という言
葉が好まれていることを指摘し、エマスンの
自然重視への志向を論証した。 
エマスンの詩が価値あるものであること

を、他の同時代作家への影響から明らかにす
ることができた。前述の武田のディキンスン
論のほかに、小田は「『ブライズデール・ロ
マンス』における超絶主義芸術家の『陰鬱な』
仮面」の中で、「エマスンの詩「吹雪」がホ
ーソーンの The Blithedale Romance の吹雪
の夜や暖炉の火の描写に見られることを指
摘し、カヴァデール像にホーソーンとエマス
ンの複雑な関係が反映されていることを論
じた。この論文は、最初、Hawthorne Society 
Summer Meeting で口頭発表し、説得力のある
論として高評を得た発表論文を基に加筆し
たものである。 
藤田はエマスンに強く影響を受けたソロ

ーについて、「ソローとミューア―自然の感
覚における継承と変容」において、20 世紀後
半に入って注目を集めるに至ったネイチャ
ーライティングの源流をソローに認め、両者
の中間に位置するミューアまでの自然感覚
の継承と変容を考察し、原生自然にもつ神聖
さの感覚は不変である一方、自然とそれを見
る主体との位置関係が、認識論上、変容を来
たしていると論じた。 
エマスンにおける「自然」の意味が詩によ

って明らかになってきたことを受けて、最終
年度の秋には成果発表として、エマスンの普
及という目的の実現のためにも多くのアメ
リカ文学会会員に興味がもてるテーマとし
て、代表作『自然』を取り上げ、ワークショ
ップ “Reading Nature, Teaching Nature”
を開催した。小田が上述の成果を述べたほか
に、藤田の大学の授業として『自然』を読む
方法についての実践報告と武田のサラ・ワイ
ダーのエマスンの授業に対するアメリカの
学生の反応についての報告をし、最後にワイ
ダーがエマスンが重視する「関係」という観
念が、『自然』でどのように現れているかを
論じた。エマスンが推奨する「自然との借り
物でない独自の関係」が、「美」の章の 1 月
の美しい夕暮れの描写に現れていること、し
かし、それがエマスン自身によって裏切られ
ていることも指摘し、人間を自然に優越させ
るユダヤ･キリスト教の伝統の強さにも触れ
たが、最終章の「最高の博物学者」の暗示に
エマスンの独自性を見ると論じ、この共同研
究の成果を総括した。発表後の質疑応答も活
発に行われ、エマスンへの潜在的な関心、そ
れに応える研究成果の公表の必要性を確認
できた。 
今後、エマスンによるユダヤ･キリスト教

的自然観からの逸脱について、さらに精査し
ていくことが必要だと考えている。また、エ
マスンの訳詩集については、エマスンが影響



 

 

を受けたゲーテの博物学以上に現代的な自
然の見方をしていること、そして、エマスン
が『自然』を書いた必然性がわかるような訳
詩集の出版を急いでいる。 
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